
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

刈谷市の 『国際化・多文化共生』 かわら版 

KARIYA GLOCAL LETTER 発行日 2014.03.31 

KARIYA GLOCAL LETTER 
『刈谷市国際化・多文化共生推進計画』（H24.３策定）に掲げた３つの重点協働プロジェクトの取り組み状況を報告する広報紙 

【地球市民拠点プロジェクト】 グローカル・カレッジ２０１３ in KARIYA 第４回 開催報告  
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２月
がつ

２２日
にち

（土
ど

）、フェアトレード
ふ ぇ あ と れ ー ど

について体験
たいけん

を通して
と お    

楽しく
たの    

学ぶ
まな   

、「誰
だれ

でもできる国際
こくさい

貢献
こうけん

！

わたしと世界
せ か い

がつながるフェアトレード
ふ ぇ あ と れ ー ど

・パーティ
ぱ ー て ぃ

！」が行
おこな

われました！ 

※「GLOCAL」は、GLOBAL（地球規模）と LOCAL（地域的）を合わせた造語で、「地域における国際化・多文化共生」、「地球大に考え・地域で行動」という意味が込められています。 

 

 

■ 開催概要 ■ 
 

 日時：2014 年 2 月 22 日（土） １3：30－16:00 

 場所：刈谷市国際プラザ 

 参加者数：４６人（うち外国籍５人：中国、フィリピ

ン）、市民スタッフ 19 人、事務局 5 人、総勢 70 人 

 プログラム： 

  １．開会、趣旨説明 13:30－[5] 

  ２．チョコレートクイズ 13:35－[15] 

３．グループ自己紹介 13:50－[14] 

４．なりきり！チョコレート生活 14:04－[62] 

５．刈北高生提供フェアトレード芝居 15:06－[10] 

６．フリータイム（試食、買い物） 15:16－[10] 

７．エッセイコンテスト表彰式 15:26－[15] 

８．フリータイム＆ふりかえり 15:41－[19] 

 

 

 

▲ フェアトレード・パーティー会場全体の様子。万国旗も雰囲気を盛り上げています。

２が３つ並んだ縁起の良い日に、参加者、スタッフ合わせて 70 人という多くの人たちが、刈谷市国際プラ

ザに集い、刈谷市で初めて「フェアトレード」をテーマにしたイベントが開催されました。チョコレートクイズに

始まり、児童労働をなくす活動をしている NPO 法人 ACE の教材を使った「なりきり！チョコレート生活」で体

験学習をした後、フェアトレードの商品の試食・試飲とお買い物タイム、さらに JICA のエッセイコンテスト表

彰式で中学生のスピーチなど、学びと感動の多い会になりました。 

参加者の満足度も１００％！「チョコレートの原料であるカカオの生産の実態（児童労働など）について知るこ

とができた」という意見が８３％と多く、「なりきり！チョコレート生活」の体験学習や刈谷北高校生提供のフェ

アトレード芝居（ビデオ）への印象が高かったようです（裏面アンケート結果参照）。 

イベントの企画・運営は、市民、学校、ＮＧＯ・ＮＰＯ、ＪＩＣＡ、行政など２４人 

（ビデオ出演も含めると３２人）、本年度４回のグローカル・カレッジの中で最も 

多く、多様なセクターから参画したメンバーで行うことができました。 

以下、８枚の写真と解説で当日の様子をお伝えします。 
 
※「フェアトレード」とは…直訳すると「公正貿易」で、途上国の生産者の生活向上や 

環境のことを考えた貿易のことです。 

 

● 「チョコレートクイズ」でつかみはＯＫ！ガーナ

の子ども達の生活やカカオ豆の栽培・収穫から

チョコレートの生産がわかるビデオも観ました。 
 

クイズ 日本がもっとも多くカカオ豆を輸入している

国はどこ？→ Ａ．コートジボワール、Ｂ．ガーナ、

Ｃ．ブラジル、Ｄ．インドネシア   （答え：Ｂ） 

 

 ● ６つのテーブル（家族）で、「呼ばれたい名前」、

「今日来た理由」、「オススメのチョコレート」で

自己紹介。ロールプレイを前に打ち解けました。 
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検 索 刈谷市 国際交流・多文化共生 

地球市民拠点プロジェクト２０１４の取り組みアイデア 
 

Ａ．外国人の担い手・企画の発掘  

→ナショナルＤａｙの隔月開催 

Ｂ．若い力・高校生がもっと関われるように！ 

  →刈谷ユネスコクラブ（高校生イベント自主企画） 

Ｃ．グローカル・カレッジの集客 

  →講座各回のチラシを作成（翻訳版も） 

  →外国人がいる企業等との広報協定、協力者確保 

Ｄ．外国人に普段からプラザに来てもらう方法 

  →外国語のマンガの導入、市民コンシェルジェ・サービスの検討 

→施設入り口の装飾  →外国人の集まる施設から学ぶ（見学） 

Ｅ．国際化・多文化共生の情報発信戦略ツール 

  →専用ホームページ・フェイスブックの開設   

→国際プラザの建物の愛称付け 

Ｆ．関係団体・エスニック店などとの情報共有・連携 

  →関係団体が活動する海外現地と Skype   

→協働イベントの実施  →エスニック店などのマップ作成 

 

「刈谷市国際化・多文化共生推進計画」（2011 年度策定）に基づき、新たにできた刈谷市国際プ

ラザを、各セクターが参画して〝地球規模で考え地域で行動する市民＝地球市民〟を育む拠点にし

ていこうと、2012 年度に「地球市民拠点プロジェクト」が始動しました。 

同プロジェクトでは、外国人と日本人の共生、地球市民の育成を目的とした連続講座「グローカ

ル・カレッジ」を 2012 年度に５回（延参加 242 名）、2013 年度に４回（延参加 192 名）開催しまし

た。その間プロジェクトメンバーは増え、現在 30 名。3／14 のプロジェクト会議では、2013 年度の

活動を振り返り、2014 年度に向けた目的実現のためより良くするアイデアをワールドカフェなどの

手法で出し合いました（右参照）。グローカル・カレッジ 2014 の開催とともに、これらを実現する

ためにも、より多くのメンバーが必要です！ぜひあなたの参画をお待ちしています！ 

■ 参加者アンケート結果  ★満足度＝１００％    全員が参加して「よかった！」と答えました。具体的には以下のとおりです。 

参加者全体  外国籍参加者  日本人参加者  問１ 参加してよかったですか？ 
 
 ◇ とてもよかった 28 人（93％） 

◇ よかった 2 人（ 7％） 

◇ どちらでもない  0 人（ 0％） 

◇ よくなかった   0 人（ 0％） 

問２ よかったところ、わかったところは？（複数回答） 
 
 ◇ 「フェアトレード」という言葉や内容  17 人（57％）  2 人（40％）   15 人（60％） 

◇ カカオの生産の実態（児童労働など）  25 人（83％）  5 人 (100％）  20 人（80％） 

◇ 買い物を通した国際貢献  12 人（40％）  2 人（40％）  10 人（40％） 

◇ フェアトレードチョコやコーヒーなどの試食  19 人（63％）   4 人（80％）  15 人（60％） 

◇ いろいろな人とのお話や交流 19 人（63％）  2 人（40％）  17 人（68％） 

● 「なりきり！チョコレート生活」のロールプレイ。

テーブルごとに日本とガーナの６つの家族の状

況を設定シートに合わせて、お父さん役、お母さ

ん役などを演じつつ、半年の収入に応じ何にお金

を使うか、話し合って決めました。 

 
● 各家族の状況とお金の使い方で決まったことを

全体で発表・共有。参加者の発表演技に感心した

り、笑ったり、各家族の状況の違いに驚いたり。最

後に、この体験を通して気づいたこと、感じたこと

をグループで出し合い、全体で共有しました。 

 
● 児童労働をなくす活動のビデオとともに、ESD

活動に取り組む刈谷北高校の生徒が出演し、愛

知淑徳大学のプロジェクトメンバーの監督による

フェアトレードを知るオリジナル映像を観ました。 

 
● フェアトレードの試食・試飲タイム！ピープルツ

リーのチョコレート６種！食べ比べという豪華試

食のほか、パランゴンバナナ、マスコバド糖その

ものとかりんとう、ドライマンゴー、コーヒー、チ

ャイというご馳走。試食中、テーブルマスターが

どんな商品なのかを説明しました。 

 
● JICA 中部とのタイアップで、エッセイコンテス

ト表彰式 in 刈谷も行われました。受賞作のスピ

ーチは「世界の課題と私たちの暮らし」といった

もので、この会のテーマにもぴったりでした。 

 
● 途中の休憩や最後のフリータイムで、フェアトレ

ードマーケットでお買い物。写真は、プロジェクト

メンバーが主宰している「ぎたんじゃり」のブー

ス。奥にはアフリカ工房、アジア日本相互交流セ

ンター・ ICAN、アジア車いす交流センター・

WAFCA のブースが出されました。 

 

平成２６年度も地球市民拠点プロジェクトを実施し、「グローカル・カレッジ」を行います。新メンバー募集中です！ 
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